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、
斜面

一
、
は
じ
め
に
一
町
並
み
保
存
の
動
き
の
展
開
を
ふ
ま
え
て
一

　
昭
和
五
〇
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
点
の
一
つ
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
、
町
並
み
保
存
と
い
う
）
制
度
の
新
設
で

あ
る
。
同
法
二
条
五
号
は
、
町
並
み
保
存
地
区
を
「
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
建
造
物
群
で

価
値
の
高
い
も
の
」
と
定
義
し
て
い
る
。
同
改
正
は
、
文
化
財
保
護
法
が
歴
史
的
環
境
を
保
護
対
象
に
と
り
入
れ
た
点
で
、
き
わ
め
て
意

義
深
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
初
年
か
ら
始
ま
っ
た
わ
が
国
の
文
化
財
保
護
行
政
は
、
建
造
物
や
絵
画
、
彫
刻
、
工

芸
品
な
ど
個
々
の
も
の
の
保
存
に
重
点
を
お
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
町
並
み
保
存
制
度
の
新
設
は
、
い
わ
ば
文
化
財
の
「
点
の
保
護
」

中
心
か
ら
「
面
の
保
護
」
へ
の
拡
大
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
の
評
価
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
町
並
み
保
存
に
類
似
し
た
「
面
の

保
護
」
と
い
う
歴
史
的
環
境
を
保
存
す
る
制
度
は
、
他
の
法
令
に
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
古
都
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
　
（
古
都
保
存
法
）
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
特
別
保
存
地
区
制
度
、
「
都
市
計
画
法
」
に
お
け
る
風
致
地
区
、
森
林
法

に
お
け
る
風
致
保
安
林
等
の
制
度
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
都
保
存
法
で
は
、
京
都
市
、
奈
良
市
、
鎌
倉
市
等
に
代
表
さ
れ
る
特
定

の
「
古
都
」
の
保
存
が
目
的
で
あ
る
た
め
に
、
全
国
に
所
在
す
る
歴
史
的
環
境
の
保
存
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
都

市
計
画
法
に
お
け
る
風
致
地
区
は
、
良
好
な
自
然
の
保
護
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
同
法
の
美
観
地
区
は
市
街
地
の
美
観
を

維
持
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い
る
。
森
林
法
で
は
、
「
名
所
又
は
風
致
の
保
存
」
の
た
め
に
保
安
林
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
二
五
条
一
項
十
一
号
）
が
、
同
法
に
い
う
保
安
林
の
指
定
は
森
林
の
保
存
育
成
を
主
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

歴
史
的
環
境
の
保
護
は
あ
く
ま
で
も
附
属
的
な
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
並
み
保
存
制
度
の
新
設
と
い
う
文
化
財
保
護
法
の
展
開
は
、
人
間
の
快
適
な
生
活
環
境
創
造
の
欲
求
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

「
面
の
保
護
」
は
、
「
点
の
保
護
」
以
上
に
文
化
財
所
有
者
の
保
護
法
益
と
の
調
整
の
困
難
さ
を
と
も
な
う
。
町
並
み
保
存
制
度
以
外
で
、
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「
面
の
保
護
」
の
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
遺
構
・
遺
跡
の
保
存
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遺
構
・
遺
跡
に
関
し
て
は
、
土
地
の
使
用
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
収
益
、
処
分
と
い
う
土
地
所
有
権
と
の
調
整
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
他
方
、
町
並
み
保
存
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
場
で
生
活
す
る
人

　
　
間
の
日
常
的
な
生
活
利
益
と
の
調
整
を
解
決
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
家
屋
の
増
改
築
等
の
制
限
に
と
も
な
う
現
代
風
の
合
理
的
な
生
活
享

　
　
受
の
不
便
さ
、
制
限
さ
れ
た
材
料
に
も
と
つ
く
増
改
築
に
よ
る
経
済
的
不
利
益
を
こ
う
む
る
等
の
問
題
が
生
ず
る
。
ま
た
ふ
町
並
み
保
存

　
　
は
、
道
路
の
拡
幅
の
制
限
を
必
然
的
に
す
る
た
め
に
、
現
代
の
自
動
車
社
会
に
対
応
で
き
な
い
と
の
不
便
さ
を
味
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

　
　
し
た
が
っ
て
日
常
的
な
生
活
の
場
を
保
護
対
象
と
す
る
よ
う
な
文
化
財
保
護
の
場
合
に
は
、
住
民
の
考
え
方
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
不

　
　
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
文
化
財
の
保
存
と
日
常
的
な
生
活
利
益
と
の
対
抗
の
調
整
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
も
の
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
ら
れ
る
。
文
化
財
保
護
法
も
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
主
体
性
を
承
認
し
て
い
る
。
文
化
財
保
護
法
は
、
　
「
市
町
村
は
、

　
　
条
例
で
、
当
該
地
区
の
保
存
の
た
め
、
政
令
の
定
め
る
基
準
に
従
い
必
要
な
現
状
変
更
の
規
制
に
つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、
そ
の
保
存
の
た

蜘
　
め
必
要
な
措
置
を
定
め
る
も
の
と
す
る
」
　
（
八
三
条
の
三
第
一
項
後
段
）
と
し
、
か
つ
、
「
文
部
大
臣
は
、
市
町
村
の
申
出
に
基
づ
き
、

江
・
，
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
全
部
又
は
一
部
で
わ
が
国
に
と
っ
て
そ
の
価
値
が
特
に
高
い
も
の
を
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

淋
　
　
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
　
（
八
三
条
の
四
第
一
項
）
と
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
町
並
み
保
存
地
区
は
、
ま
ず
市
町
村
が

識

聴
定
め
、
そ
の
た
め
の
条
例
を
制
定
し
、
そ
の
申
出
に
基
づ
い
て
、
特
に
価
値
の
高
い
保
存
地
区
を
文
部
大
臣
が
選
定
す
る
・
」
と
に
な
っ
て

雄
い
る
。

鮭
と
も
か
く
も
、
町
並
み
保
存
と
い
っ
た
日
常
の
生
活
の
場
を
保
存
の
対
象
に
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
場
で
生
活
す
る
住
民
の
孝
秀
を

蹴
提
し
て
お
く
．
、
と
が
必
要
で
あ
る
ゴ
、
－
し
た
丸
儲
描
に
⊥
昆
嘉
し
て
、
佐
賀
市
に
通
ず
る
長
崎
街
道
筋
の
住
民
に
、
街
道
筋
町
並
み
の
保

如
在
・
再
生
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
結
果
の
分
析
の
報
告
が
、
本
稿
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
街
道
筋
に
生
活
す
る
壁

面
　
　
民
は
、
街
道
筋
の
保
存
・
再
生
問
題
に
ど
の
よ
う
な
理
解
を
示
す
か
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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料
資

（
1
）
現
代
の
環
境
問
題
を
社
会
問
題
化
せ
し
め
た
契
機
は
、
周
知
の
と
お
り
「
四
大
公
害
裁
判
」
で
あ
っ
た
。
国
民
は
、
現
代
の
法
が
人
間
の
生

　
　
命
、
身
体
を
危
機
に
さ
ら
す
環
境
破
壊
に
対
し
て
す
ら
無
力
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
と
も
に
、
自
分
の
お
か
れ
て
い
る
身
の
回
り
の
環
境
に
注

　
　
意
を
注
ぐ
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
日
の
環
境
裁
判
の
続
発
は
、
こ
う
し
た
動
き
の
端
的
な
現
わ
れ
で
あ
る
。
　
環
境
裁
判
の
一
つ
の
特
徴

　
　
は
、
訴
え
る
方
が
集
団
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
問
題
と
い
っ
て
も
、
環
境
の
質
の
相
違
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
一
つ
は
、
人
間
の
生
命
、
身
体
の
危
機
に
か
か
わ
る
環
境
問
題
と
、
二
つ
は
、
快
適
な
生
活
環
境
問
題
で
あ
り
、
環
境
に
対
す
る
権
利
論
構
築

　
　
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
点
を
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
遺
跡
の
保
存
を
め
ぐ
る
争
い
の
代
表
的
な
訴
訟
は
、
静
岡
県
の
浜
松
市
に
所
在
す
る
伊
場
遺
跡
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
東
京
高
裁
で
審

　
　
理
が
進
行
し
て
い
る
（
第
一
審
判
決
は
、
静
岡
地
方
裁
判
所
、
一
九
七
九
年
三
月
”
三
日
で
あ
る
）
。
な
お
、
伊
場
遺
跡
訴
訟
第
一
審
判
決
の

　
　
判
例
評
釈
と
し
て
は
、
　
林
迫
廣
「
文
化
財
指
定
解
除
処
分
と
国
民
の
利
益
」
判
例
時
報
九
五
七
号
、
一
四
九
頁
以
下
が
あ
る
。
論
説
と
し
て

　
　
は
、
江
頭
邦
道
「
国
民
の
文
化
財
を
享
有
す
る
利
益
に
つ
い
て
」
考
古
学
研
究
一
〇
三
号
三
五
頁
以
下
が
あ
る
。

（
3
）
文
化
財
保
護
法
上
、
文
化
財
は
、
有
形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、
民
俗
文
化
財
、
記
念
物
、
お
よ
び
町
並
み
で
あ
る
（
同
法
二
条
）
。
町
並
み

　
　
を
除
く
文
化
財
の
指
定
は
、
単
に
文
化
財
保
護
審
議
会
の
諮
問
を
へ
て
文
部
大
臣
が
お
こ
な
う
（
同
法
八
四
条
の
こ
）
。

（
4
）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
末
尾
に
掲
載
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

3
0

4
の

1
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二
、
街
道
筋
の
現
況

　
e
　
佐
賀
城
下
の
長
崎
街
道
筋
の
歴
史
的
文
化
遺
産

　
佐
賀
城
下
の
長
崎
街
道
筋
の
町
並
み
保
存
に
関
す
る
住
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
、
街
道
の
歴
史
的
意

義
、
街
道
筋
の
歴
史
的
文
化
遺
産
に
つ
い
て
の
若
干
の
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
街
道
筋
の
現
況
の
理
解
に
役
立
ち
、

本
稿
の
主
題
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
長
崎
街
道
は
、
東
海
道
、
中
山
道
、
日
光
道
中
、
奥
州
道
中
、
甲
州
道
中
の
五
街
道
に
次
ぐ
脇
街
道
の
一
つ
で
あ
り
、
今
か
ら
約
四
百



蜘肛淋
識

意民
住と

全保磁町
的史

歴

年
前
の
慶
長
年
間
に
通
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
長
崎
と
小
倉
間
二
五
宿
か
ら
な
っ
て
い
る
。
「
武
家
諸
法
度
」
に
よ
り
参
勤
交
替
が
義
務

づ
け
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
大
名
行
列
の
往
来
に
使
わ
れ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
も
っ
と
も
、
長
崎
街
道
が
歴
史
的
に
特
に
注
目
さ
れ

る
の
は
、
江
戸
時
代
、
江
戸
と
長
崎
を
結
ぶ
、
い
わ
ば
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
と
も
呼
ぶ
べ
き
街
道
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。
江
戸
時

代
の
鎖
国
と
い
う
特
異
な
政
策
の
下
で
、
長
崎
は
異
国
に
開
い
た
唯
一
の
港
で
あ
り
、
長
崎
街
道
は
、
異
国
の
文
化
、
産
物
の
東
上
の
道

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
長
崎
奉
行
の
交
代
、
諸
藩
に
よ
る
長
崎
警
備
の
た
め
の
往
来
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
、
甲
比
丹
の
江
戸
参
礼
、
異
国

の
文
化
を
吸
収
す
る
た
め
に
長
崎
に
下
っ
た
学
者
、
医
者
、
芸
術
家
の
道
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
長
崎
街
道
が
、
日
本
の
歴
史
に

刻
ん
だ
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
佐
賀
市
は
、
人
口
約
一
七
万
の
城
下
町
で
あ
り
、
県
庁
の
所
在
地
で
あ
っ
て
、
佐
賀
県
に
お
け
る
政
治
、
経
済
、
文
化
の

中
心
地
で
あ
る
。
住
民
の
意
識
調
査
は
、
こ
の
佐
賀
市
に
お
け
る
長
崎
街
道
の
き
わ
め
て
良
好
に
残
っ
て
い
る
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
生

活
す
る
住
民
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
八
項
目
か
ら
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
一
一
町
区
、
五
八
三
世
帯
に
配
付
し
、
三
六
六

世
帯
よ
り
の
解
答
を
得
た
の
で
あ
っ
て
、
回
収
率
は
約
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
解
答
は
、
世
帯
主
ま
た
は
、
そ
れ
に

代
わ
る
人
に
お
願
い
し
た
。

　
街
道
の
調
査
対
象
区
域
の
位
置
は
、
佐
賀
城
跡
の
北
側
に
あ
た
り
、
国
鉄
長
崎
本
線
と
の
間
を
通
っ
て
い
る
。
街
道
の
道
筋
の
特
徴
と

し
て
は
、
曲
が
り
角
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
佐
賀
城
跡
を
ま
っ
す
ぐ
北
へ
延
ば
し
た
線
よ
り
東
、
小
倉
へ
通
ず
る
方
は
、

佐
賀
城
跡
か
ら
み
て
北
へ
北
へ
と
曲
が
り
、
西
、
長
崎
へ
通
ず
る
方
は
、
南
へ
南
へ
と
曲
が
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
直
線
距
離
が
き
わ

め
て
短
い
。
こ
れ
は
、
佐
賀
城
の
遠
見
、
見
透
し
を
防
ぎ
、
弓
矢
銃
弾
の
射
撃
を
不
能
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
家
並
み

も
道
路
に
平
行
で
な
く
、
ま
る
で
ノ
コ
ギ
リ
の
歯
の
型
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
各
所
で
み
か
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
兵
法
上
の

工
夫
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
街
道
に
、
小
倉
と
長
崎
を
指
で
差
し
示
す
往
時
の
道
標
が
二
ヶ
所
に
残
っ
て
い
る
。

溶融4
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代年三建屋嫁棚
町

エ
表

計合爵回睡明
王

劉和三際2
0

O

巡
警犀

正大
治明

戸江
名

町置位

2
4
@
3
3
　
5
38
　
3
6
　
5
4

　
　
　
1

4
1
@
1
7
　
7
3
　
2
4
　
2
8
　
2
9

蹴
鰯

2
　
　
2
　
　
4
　
　
1
　
　
3
1
21
　
　
0
　
　
3
　
　
3
　
　
1
　
　
1
　
　
92
1

4
　
　
2
　
　
5
　
　
1
　
　
4
1
6

S
1
1
1
2
5
3
2
6
4
2

7
　
6
　
1
6
　
51
6

T
0
Q
0

S
3
0
8
7
1
2
8
1
凱

0
　
　
り
0

1
4@
0
　
5
　
2
2
9
　
　
2
　
　
9
　
　
4
　
　
2
　
　
3
2
9
@
5
1

3
　
　
3
　
　
8
　
　
0
　
　
2
1
6

S
3
7
1
3
2
2
0
3
6

7
1
3
6
1
5
3
2
3
6
＆
4
9
6
3
6
6
8

1
4
0
0
1
6
0
1
5
2
1
2

1
1@
1
7

町
三佐

東

町木
材

ひ卿
ホ

町服呉
町
，

本塁
中

町
　
計

山白
　
小

）
　
町

栖
施

雪
布

白
　
多

町
　
町
、
町
　
町
　
計
　
虚

勢
三
座
戸

伊
長
六
　
八
小
合

東

街店
　
〃
　
〃

商

西

　
街
道
沿
い
の
歴
史
的
文
化
遺
産
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
も
の
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
数
の
神
社
仏
閣

が
点
在
し
、
各
々
に
は
指
定
の
文
化
財
も
み
か
け
ら
れ
る

し
、
佐
賀
の
生
ん
だ
歴
史
上
に
登
場
す
る
人
物
の
墓
地
も

・
確
認
で
き
る
。
神
社
で
は
、
佐
賀
独
特
の
肥
前
鳥
居
、
肥

前
狛
犬
と
い
っ
た
石
造
物
に
も
接
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
肥
前
刀
の
刀
匠
屋
敷
跡
、
カ
ノ
ン
砲
を
製
造
し
た

反
射
炉
跡
も
た
ど
れ
る
。
さ
ら
に
、
辻
々
に
は
、
多
数
の

　
　
　
　
　
ユ
　

「
え
び
す
像
」
も
み
か
け
ら
れ
、
今
日
で
も
花
が
か
ざ
ら

れ
て
い
る
。

　
⇔
　
街
道
筋
の
家
並
み

　
街
道
筋
の
家
屋
は
、
江
戸
、
明
治
、
大
正
時
代
に
建
て

ら
れ
た
も
の
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
調
査
対
象
住
民
に

つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
全
体

と
し
て
大
正
時
代
以
前
の
家
屋
は
、
合
計
一
二
一
軒
、
約

三
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
〇
年
以
上

に
な
る
家
屋
に
つ
い
て
、
佐
賀
城
跡
の
線
を
北
へ
延
ば
し

た
線
の
東
西
地
区
別
、
町
区
別
に
み
る
と
以
下
の
状
況
に

3
2

M
魏か

（
4
8



副辺嚇
識

意民
住と

候
爵

並町
的史

歴

代年始開住
’

居
豆表

回合
劉回隠明

不
劉和以犀2

0

O

和
三際

正大治
明

戸
江名

町置市

2
4
@
3
3
　
5
3

8
鈴
翅
4
1
@
1
7
　
7
3
　
2
4
　
2
8
　
2
9

1
2
@
6
6

2
　
　
3

0
0
1
1
2
4
1
1
2
5
0
1

1
0
@
1
4

4
⊥
　
　
1
　
　
6
　
　
1
　
　
3
1
2
4
⊥
　
　
0
　
　
5
　
　
0
　
　
5
　
　
11
2
@
2
4

4
9
2
1
5
1
8
5
7
1
8
1
0
3
2

7
　
7
　
1
6
　
9
0
　
4
7

　
　
　
　
　
　
　
1

3
　
　
4
　
　
9
　
　
0
　
　
5
2
1

V
1
1
5
5
2
3
3
3
5
4

7
　
　
9
　
　
5
　
　
0
　
　
5
2
66
　
　
0
　
　
6
　
　
0
　
　
3
　
　
11
6
@
4
2

9
　
　
6
　
　
8
　
　
1
　
　
1
2
5
5
　
　
4
　
　
9
　
　
4
　
　
9
　
　
3
3
4
@
5
9

0
4
3
0
2
9
3
1
4
3
2
4

1
7
@
2
6

鍛

接
棚

町服属

町本丁
中

町
　
計

山
白
小

燈
町

器帥
多

町
　
町
　
町
　
町
　
計
　
語

勢
　
瀬
　
座
　
戸

伊
長
六
八
小
合

東

街
店
　
〃
　
〃

商

西

あ
る
。
東
地
区
は
、
合
計
五
四
軒
、
約
三
五
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
り
、
西
地
区
は
六
七
軒
、
約
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。
こ
れ
に
四
〇
年
以
上
、
昭
和
二
〇
年
以
前
に
建
て
ら

れ
た
家
屋
を
加
え
て
み
る
と
、
東
地
区
は
七
六
軒
、
約
四

九
パ
ー
セ
ン
ト
、
西
地
区
は
九
六
軒
、
約
四
五
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
。
東
地
区
は
、
呉
服
町
、
中
央
本
町
、
白
山
町

の
商
店
街
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
商
店
街
を
除
い

た
東
佐
賀
町
、
柳
町
、
材
木
町
に
関
し
て
み
る
と
、
東
佐

賀
町
は
一
一
軒
、
柳
町
、
材
木
町
は
二
〇
軒
、
こ
の
三
回

船
で
五
〇
年
以
上
に
な
る
家
屋
は
三
一
軒
あ
り
、
約
五
四

パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
。
西
地
区
の
町
区
別
で
は
、
多
布

施
町
は
一
〇
軒
、
約
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
六
三
町
は
＝
二

軒
、
約
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
八
戸
町
は
一
〇
軒
、
約
三
六

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
長
瀬
町
、
伊
勢
町
、
白

山
町
（
西
）
は
、
西
地
区
の
平
均
約
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を

下
回
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
史
的
な
家
屋
は
、
東
地

区
の
商
店
街
を
除
く
東
に
位
置
す
る
東
佐
賀
町
、
柳
町
、

材
木
町
に
集
中
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
り
、
西
地
区

鰯鋤4
ω



資

で
は
、
多
布
施
町
が
割
合
い
と
し
て
高
い
と
い
う
例
外
は
あ
る
が
、
や
は
り
西
に
位
置
す
る
六
戸
町
、
八
戸
町
に
集
中
し
て
い
る
と
の
指

摘
が
で
き
る
。
・

　
つ
ぎ
に
、
長
崎
街
道
筋
の
住
民
、
ま
た
は
そ
の
先
祖
の
当
該
家
屋
で
の
居
住
開
始
年
代
に
関
す
る
回
答
は
、
表
更
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
昭
和
二
〇
年
以
前
、
三
〇
年
以
上
居
住
し
て
い
る
住
民
は
、
一
七
一
名
、
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
大
正
時
代
以
前

よ
り
居
住
し
て
い
る
と
の
回
答
も
、
一
二
七
名
、
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
町
区
別
に
み
て
特
に
注
目
さ
「

れ
る
の
は
、
東
の
方
で
商
店
街
を
除
く
、
東
佐
賀
町
、
柳
町
、
材
木
町
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
町
区
に
は
、
三
五
名
、
六
一
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
セ
ソ
ト
の
人
が
、
大
正
時
代
以
前
よ
り
居
住
し
て
お
り
、
、
昭
和
二

見意
るす

対に屋

家
－

前
回陰満

不通

・
．

足満
目

皿
．表

項

2
6
@
2
6
　
3
3
　
3
5
　
2
5
　
2
7
　
3
2
　
2
7
　
3
1
　
6
6
　
3
8

9
6
@
8
6
　
7
5
　
0
8
　
9
6
　
5
6
　
4
5
　
5
4
　
8
0
　
5
3
　
4
0

　
　
　
　
　
1
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
↓
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
⊥
　
　
　
－
↓

8
3
@
9
6
　
0
1
　
7
1
　
6
3
　
5
0
　
4
4
　
2
2
　
6
8
　
1
2
　
6
3

ー
ム
　
　
一
↓
　
　
り
θ
　
　
i
⊥
　
　
　
－
↓
　
　
　
－
↓
　
　
噌
⊥
　
　
　
－
↓
　
　
噸
↓
　
　
　
－
↓
　
　
－
↓

6
1
@
5
8
　
5
7
　
5
2
　
8
2
　
3
3
　
4
9
　
6
3
　
8
7
　
3
5
　
2
5

てみに
的
　
観
　
材
　
り

体
　
　
　
　
　
く

全
　
外
　
資
　
つ

　
　
　
所

　
　
　
便

　
　
　
呂

さ
　
り
　
風
　
り
　
し

　
　
取
　
・
　
当
　
通

広
　
間
　
所
　
日
　
風

　
　
　
台

　
　
け

庭
　
つ

　
　
て

　
　
た

ω
　
②
　
③
　
四
　
㈲
　
㈲
　
㎝
　
㈹
　
働
　
u
①

○
年
以
前
よ
り
と
回
答
し
た
住
民
は
、
四
二
名
、
な
ん
と
七
四
パ
ー

セ
ン
ト
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
西
地
区
の
六
座
町
に
、
大
正
時
代
以
前

よ
り
居
住
す
る
住
民
が
、
一
四
名
い
て
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
調
査
対
象
住
民
の
約
七
割
は
、
居
住
し
て
い
る
家

屋
の
所
有
者
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
長
崎
街
道
筋
住
民
は
、
生
活
を
続
け
て
い
く
に
あ
た

っ
て
、
自
分
の
居
住
家
屋
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
見
を
も
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
回
答
次
第
で
は
、
今
後
大
改
造
が
進
み
、
街
道

筋
の
景
観
が
急
激
に
変
わ
る
と
予
想
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
表
皿
は
、

自
分
の
居
住
す
る
家
屋
に
対
す
る
意
見
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
家

屋
を
全
体
的
に
み
て
満
足
し
て
い
る
回
答
者
は
六
一
名
、
一
七
パ
ー

3
4

M
9
4

9
1

ω4
8



　
頭江林

（
識

意
民

住と
全保並町

的
・

史

歴
、
，

セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
も
っ
と
も
、
不
満
で
あ
る
と
答
え
た
住
民
も
、
九
六
名
、
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
一
八
三
名
、
五
〇
パ
ー

セ
ン
ト
の
住
民
が
普
通
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
表
皿
は
、
居
住
す
る
家
屋
の
具
体
的
な
点
に
対
す
る
満
足
度
を
質
問
し
た
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
点
は
、
「
外
観
」
、
「
資
材
」
、
「
広
さ
」
、
「
風
通
し
」
に

つ
い
て
、
不
満
と
の
回
答
が
二
〇
な
い
し
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
較
的
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
　
「
間
取
り
」
、
　
「
台
所
」
・

「
風
呂
」
・
「
便
所
」
、
「
日
当
り
」
、
「
庭
」
、
　
「
た
て
つ
け
」
に
つ
い
て
、
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
回
答
者
が
不
満
を
い
だ
い
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
家
屋
の
改
造
・
改
築
は
、
表
y
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
改
造
、
建
替
を
望
ん
で
い
る
調
査
対
象
住
民

は
、
二
二
四
名
、
約
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
近
い
将
来
、
街
道
の
景
観
が
一
変
す
る
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
佐
賀
城
下
の
長
崎
街
道
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
県
庁
の
所
在
地
で
あ
り
な
が
ら
も
、
先
に
指
摘
し
た
よ

う
に
曲
り
く
ね
っ
た
道
筋
が
い
ま
だ
に
よ
く
残
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
佐
賀
市
が
戦
災
に
あ
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、

新
し
い
国
道
が
街
道
と
は
別
の
ル
ー
ト
を
通
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
し
か
も
、
佐
賀
城
下
の
長
崎
街
道
筋
に
は
、
神
社
、
仏
閣
、
歴
史
的

文
化
遺
産
が
点
在
し
、
現
在
大
正
時
代
以
前
の
家
屋
も
、
調
査
対
象
中
、
約
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
環
境
と
し
て
の
条
件
を
整
え
て
い
る
と
い
え
る
。
街
道
筋
を
歩
い
て
み
て
も
、
そ
う
し
た
印
象
を
う
け
る
。
反
面
、

街
道
筋
の
一
部
分
は
、
現
代
的
な
商
店
街
を
形
成
し
て
い
る
し
、
多
数
の
現
代
風
家
屋
も
存
在
し
て
い
る
。
調
査
対
象
中
、
昭
和
二
〇
年

以
降
に
建
築
さ
れ
た
家
屋
は
、
表
1
の
と
お
り
で
、
＝
一
二
軒
、
約
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も

大
正
時
代
以
前
の
家
屋
が
連
続
し
て
建
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
古
い
家
屋
を
生
か
し
た
周
辺
の
景

観
の
整
備
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
家
屋
の
間
取
り
、
日
当
り
等
に
対
す
る
不
満
が
か
な
り
の
程
度
あ
る
な
か
で
、

古
い
家
屋
は
今
後
大
改
造
が
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
街
道
筋
に
は
相
当
老
朽
化
し
、
い
ま
に
も
崩

壊
し
そ
う
な
家
屋
も
在
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
的
な
町
並
み
の
景
観
を
維
持
し
、
整
備
し
て
い
く
に
は
、
早
急
に

3
5

M
獅か欧

4



料
両

三有の築改
　

造
改

W
表

間合答
三無

他のぞ
劃部大

一旦
造

恥部ト　い　
な

て
い

レ名
町置位

2
4
@
3
3
　
5
3
　
8
　
3
6撒
4
1
@
1
7
　
7
3
　
2
4
　
2
8
　
2
9

㎜
鰯

1
　
　
0
　
　
2
　
　
1
　
　
6

1
02
　
　
1
　
　
5
　
　
6
　
　
0
　
　
01

4
@
2
4

1
0
1
1
3
6
2
1
9
2
1
4

1
9
@
2
5

F
D
　
　
Q
V

2
1
@
2
　
1
1
　
4
8
　
1
3
　
4
　
1
9
4
4
8
血
豆

1
4
Q
1
Q
4

Q
1
1
7
2
1
5
9
2
9

8
1
7
皿
9
0
㎜

3
　
　
3
　
　
5
　
　
2
　
　
5
1
8

X
2
1
1
4
6
5
3
7
5
5

町
　
町

賀
木

　
　
材

藩
邸

東
　
柳

町服呉

町本央
中

町
　
計

山白
　
小

醐町

山白

町尽布
多

町
　
町
　
町
　
町
　
計
　
語

勢
髪
座
戸

伊
　
長
　
六
　
八
　
小
合

東

街店
　
〃
　
〃

二

三

具
体
的
な
方
針
の
検
討
を
は
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
⇔
　
住
民
の
地
域
環
境
・
歴
史
に
対
す
る
認
識

　
人
間
を
と
り
ま
く
環
境
が
急
激
に
変
貌
せ
し
め
ら
れ
る

な
か
で
、
住
民
は
身
の
回
り
の
生
活
環
境
を
み
つ
め
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

と
す
る
動
き
が
顕
著
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
歴
史
的
環
境

を
求
め
る
運
動
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
長
崎
街
道
筋
の

住
民
は
、
身
近
な
地
域
環
境
、
歴
史
的
環
境
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
い
だ
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
地
域
環
境
、
歴
史
的
環
境
に
対
す
る
満
足
度
を
表
V
は
、

あ
ら
わ
す
の
で
あ
る
が
、
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
回
答

者
は
、
積
極
的
な
意
見
を
あ
ら
わ
す
こ
と
な
く
、
「
普
通
」

と
答
え
て
い
る
。
こ
の
点
を
、
生
活
環
境
の
種
類
に
応
じ

て
区
分
し
、
①
健
康
的
な
生
活
環
境
、
②
日
常
的
な
生
活

環
境
、
③
歴
史
的
文
化
的
生
活
環
境
と
し
て
検
討
し
て
み

る
こ
と
に
す
る
。
第
一
の
健
康
的
な
生
活
環
境
と
し
て
考

え
ら
れ
る
項
目
は
、
　
「
静
け
さ
」
、
「
付
近
の
騒
音
」
、

「
安
全
性
」
で
あ
る
。
「
静
け
さ
」
に
つ
い
て
、
東
地
区

燭鋤4
ω4
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鋤辺嚇
識

意民
住と

全
心

並町
的史

歴

度
足満

る
す対に

境
環

化文　境
環

域
地V

表

答
回無満

不通普足
満目項

1
4
@
2
2
　
1
7
　
2
8
　
2
2
　
1
7
　
2
3
　
3
0
　
3
0
　
4
4
　
4
1

2
9
U
5

X
6
5
5
6
7
8
4
7
0
6
0
9
7
2
8

2
5
@
8
6
　
1
3
　
2
9
　
4
4
　
2
2
　
9
9
　
2
6
　
1
5
　
0
4
　
5
3

り
倉
　
　
－
占
　
　
－
　
　
　
i
⊥
　
　
　
り
倉
　
　
り
倉
　
　
－
↓
　
　
り
臼
　
　
り
自
　
　
0
乙
　
　
　
9
白

9
8
@
9
3
　
2
7
　
0
3

　
　
　
ウ
臼
　
　
9
臼

4
5
@
6
0
　
6
0
　
4
0
　
6
1
　
2
1
　
4
4

　
　
　
　
　
膣

瞭
蹴
轍

㈱
一
台
輔
齢

全
静
　
買
通
　
町

関都
の
　
性

近
　
全

付
　
安

　
館
）

　
民
ど
　
　
産

　
公
な
　
　
遺
）

　
（
園
　
　
化
ど

境
設
公
設
文
な

環
施
・
施
の
社

然
共
院
楽
辺
寺

自
公
病
理
周
（

ω
　
②
　
團
　
㈲
　
㈲
　
㈲
　
㎝
　
㈲
　
働
　
⑩

は
忘
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
き
わ
め
て
少
な
い
。
特
に
西
地
区
で
は
、
「
周
辺
の
文
化
遺
産
」
に
対
し
、

約
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。

　
つ
ぎ
に
、
郷
土
佐
賀
の
歴
史
、
長
崎
街
道
筋
の
歴
史
的
な
町
並
み
に
対
す
る
関
心
度
を
尋
ね
て
み
た
。
ま
ず
、
佐
賀
の
歴
史
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
表
W
は
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
、
「
よ
く
知
ら
な
い
が
興
味
が
あ
る
」
と
の
回
答
は
、
各
々
六
三

は
商
店
街
を
一
部
形
成
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト

弱
の
人
が
不
満
を
う
っ
た
え
て
い
る
。
他
方
、
西
地
区
で
不
満
と
回
答

し
て
い
る
人
は
、
約
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

「
付
近
の
騒
音
」
に
つ
い
て
も
同
様
の
回
答
が
で
て
い
る
。
　
「
安
全
性
」

に
つ
い
て
は
、
両
地
区
と
も
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
回
答
者
が
不
満
を

感
じ
て
い
る
。
　
「
買
物
の
便
利
さ
」
、
　
「
通
勤
・
通
学
の
便
利
さ
」
と

い
う
項
目
が
、
第
二
の
日
常
的
な
生
活
環
境
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
両

項
目
に
つ
い
て
、
東
西
地
区
と
も
、
不
満
と
回
答
し
て
い
る
住
民
は
ご

く
わ
ず
か
で
あ
る
。
第
三
の
歴
史
的
文
化
環
境
に
対
す
る
満
足
度
を
知

る
項
目
と
し
て
は
、
　
「
町
並
み
の
調
和
」
、
　
「
公
共
施
設
」
、
　
「
娯
楽

施
設
」
、
そ
れ
に
「
周
辺
の
文
化
遺
産
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
特
に
注
目
さ
れ
る
回
答
は
で
て
き
て
い
な
い
。
た
だ
、

全
体
と
し
て
、
「
娯
楽
施
設
」
に
対
す
る
不
満
が
若
干
多
く
、
約
二
七

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
他
方
、
　
「
周
辺
の
文
化
遺
産
」
に
対
す
る
不
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
満
と
の
回
答
は
、
わ
ず
か
九
名
で
、

3
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料資

π函
に

史
歴の

賀佐

吐
銀

三

富脱触搬
碇
琵

繋
賄
暦

表

勘
。
8
㍉

1
4

ｼ

　
　
　
　
｝
、
、
、

　
　
飛
，

　
　
　
路

　
　
　
2
3

興
味
が
あ
る

知
ら
な
い
が

よ
く
は

か
㍉

い
名

　
　
紳

　
　
》
、
、

醗
嘘
『

　
　
　
名

　
　
　
3
4

　
　
　
2

も
っ
て
い
る

一
応
関
心
を

名
、
二
三
八
名
で
あ
り
、
合
計
三
〇
一
名
、
調
査
対
象
住
民
中
、
三
八
ニ
パ
1
セ

ン
ト
を
占
め
る
。
郷
土
の
歴
史
へ
の
関
心
度
は
非
常
に
高
い
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
長
崎
街
道
に
対
す
る
関
心
度
を
あ
ら
わ
す
の
が
、
表
皿
で
あ
る
が
、

郷
土
の
歴
史
に
対
す
る
関
心
度
と
同
じ
よ
う
な
結
果
が
で
て
い
る
。
　
「
非
常
に
関

心
が
あ
る
」
は
六
八
名
、
二
応
関
心
を
も
っ
て
い
る
L
は
二
三
四
名
、
つ
ま
り

「
関
心
を
も
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
は
三
〇
二
名
、
七
八
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ

っ
て
い
る
。

　
長
崎
街
道
筋
に
居
住
す
る
住
民
は
、
郷
土
佐
賀
の
歴
史
、
長
崎
街
道
に
非
常
な

関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
街
道
筋
の
歴
史
的
町

並
み
の
景
観
を
維
持
し
、
整
備
し
て
い
く
こ
と
に
、
協
力
が
得
ら
れ
る
も
の
と
の

推
測
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
1
）
佐
賀
市
内
に
は
、
約
三
二
〇
体
の
「
え
び
す
像
」
が
あ
る
が
、
そ
の
三
分
の
一

　
　
近
く
は
長
崎
街
道
と
そ
の
周
辺
に
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
際
、
　
「
え
び
す

　
　
像
」
そ
の
他
の
石
造
物
に
関
心
の
あ
る
方
に
、
別
の
石
造
物
に
関
す
る
質
問
を

　
　
お
願
い
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
年
の
あ
る
「
え
び
す
像
」
は
数
体
し
か
な

　
　
く
、
敷
地
の
所
有
者
の
所
有
物
で
あ
り
、
現
在
の
お
ま
つ
り
、
管
理
も
駈
有
者

　
　
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
2
）
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
長
崎
街
道
の
歴
史
と
保
存
」
と
題
す
る
文
化
講
演
会
が

　
　
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
折
に
参
加
者
に
長
崎
街
道
に
つ
い
て
の
ア
ン

3
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ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
。
七
五
名
の
解
答
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
現
在
の
長
崎
街
道
の
景
観
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
る
。
　
「
古
い

　
　
家
屋
が
点
在
し
、
道
筋
に
は
文
化
財
も
み
か
け
ら
れ
、
歴
史
的
町
並
み
と
し
て
の
印
象
が
強
い
」
と
の
回
答
は
二
八
名
、
　
「
修
復
等
を
お
こ
な

　
　
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
町
並
み
と
し
て
復
活
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」
は
二
一
名
で
あ
り
、
　
「
大
部
分
の
家
屋
が
改
築
さ
れ
て
い
る

　
　
た
め
に
歴
史
的
町
並
み
と
し
て
の
お
も
か
げ
は
う
す
れ
て
い
る
」
が
、
二
〇
名
で
あ
る
。

（
3
）
こ
の
種
の
生
活
環
境
訴
訟
と
し
て
は
、
「
豊
前
火
力
発
電
所
事
件
」
　
（
第
一
審
、
福
岡
地
小
倉
支
判
一
九
七
九
年
八
月
三
一
日
、
判
例
時
報
九

　
　
三
七
号
｛
九
頁
以
下
、
第
二
審
、
福
岡
高
判
一
九
八
一
年
三
月
三
一
日
、
判
例
時
報
九
九
九
号
三
三
頁
以
下
）
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

　
　
な
わ
ち
、
原
告
の
主
張
す
る
環
境
破
壊
の
一
つ
に
、
海
水
浴
場
、
潮
干
狩
場
、
水
鳥
の
採
餌
場
の
喪
失
、
散
歩
の
場
が
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

　
　
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
海
浜
、
河
川
、
湖
沼
の
良
き
環
境
を
享
受
す
る
住
民
の
権
利
で
あ
る
入
浜
権
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
入
浜
権
の

　
　
対
象
と
す
る
環
境
も
、
同
じ
性
格
の
生
活
環
境
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
頭

江　

林
（識

意民住
と

全小出町
的

学歴

三
、
長
崎
街
道
の
保
存
・
再
生
に
対
す
る
住
民
意
識

　
O
　
町
並
み
保
存
制
度
と
住
民
意
識

　
町
並
み
保
存
制
度
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
昭
和
五
〇
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
の
折
に
新
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
制
度
導

入
以
来
、
わ
ず
か
六
年
し
か
た
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
対
象
者
の
う
ち
の
二
二
九
名
、
約
六
三
パ
ー

セ
ン
ト
の
回
答
者
は
、
「
名
前
は
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
も
二
九
名
い
て
、
こ
の
制
度

が
今
回
社
会
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
も
っ
と
も
、
「
知
ら
な
い
」
と
の
回
答
も
、
九
〇
名
、
約
二
六
パ
ー
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ソ
ト
あ
る
。
町
並
み
保
存
の
具
体
例
と
し
て
、
京
都
、
倉
敷
、
妻
籠
、
高
山
、
萩
、
勲
章
と
い
っ
た
よ
う
な
地
域
の
存
在
を
知
っ
て
い
る

か
否
か
を
質
問
し
て
み
た
。
二
二
〇
名
、
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
の
人
は
「
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。
近
時
、
経
済
的
に
も
、
時
間

的
に
も
、
若
干
の
余
裕
が
生
ま
れ
る
な
か
で
、
旅
行
の
機
会
も
増
加
し
て
い
る
。
町
並
み
保
存
が
な
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
そ
れ
ら
に

3
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関
す
る
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
説
明
書
、
案
内
民
謡
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
、
新
聞
に
よ
る
町
並
み
の
紹
介
も
活

斜
　
　
発
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
町
並
み
保
存
制
度
、
そ
の
地
域
の
存
在
を
国
民
に
知
ら
し
め
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
想
像
さ
れ

資
　
　
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
歴
史
的
な
町
並
み
の
保
存
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
家
屋
の
外
観
、
内
部
の
改
造
は
制
限
さ
れ
ざ

　
　
る
を
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
文
化
財
保
護
法
は
、
「
条
例
で
、
当
該
地
区
の
保
存
の
た
め
、
政
令
の
定
め
る
基
準
に
従
い
必
要
な
現
状

　
　
変
更
の
規
制
に
つ
い
て
定
め
る
」
　
（
同
法
八
三
条
一
項
後
段
Y
と
規
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
文
化
財
保
護
法
施
行
令
が
制
定
さ
れ
て
い

　
　
る
。
保
護
法
、
施
行
令
に
よ
れ
ば
、
保
存
地
区
の
保
存
は
、
歴
史
的
景
観
の
保
存
を
目
的
と
す
る
た
め
に
、
外
観
の
変
更
に
つ
い
て
は
厳
し

　
　
い
規
制
を
強
い
ら
れ
る
が
、
家
屋
の
内
部
の
現
状
変
更
に
つ
い
て
は
住
民
の
日
常
生
活
等
を
考
慮
し
て
規
制
を
ゆ
る
や
か
に
し
て
い
る
。

　
　
文
化
財
保
護
法
上
の
町
並
み
保
存
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
な
く
と
も
、
町
並
み
を
保
存
す
る
と
い
う

　
　
こ
と
を
考
え
る
と
し
た
ら
、
家
屋
の
外
観
に
つ
い
て
は
特
に
一
定
の
規
制
を
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
日
常
的
な
生
活
上
の
不
利
益
を

　
　
蒙
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
住
民
は
、
町
並
み
保
存
に
つ
い
て
、
ま
た
、
そ
れ
と
居
住
者
の
生
活
環
境
保
全
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

　
　
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
、
質
問
し
た
の
で
あ
る
。
取
皿
は
、
そ
の
結
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
　
「
外
観
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
内
部

　
　
は
住
み
や
す
く
改
造
す
る
」
と
の
回
答
が
圧
倒
的
に
多
く
、
一
九
七
名
、
約
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
も
っ
と
も

　
　
規
制
の
厳
し
い
「
家
屋
の
外
観
、
内
部
と
も
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
す
」
で
あ
っ
て
、
七
六
名
、
約
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
「
外
観

　
　
に
も
現
代
風
を
加
え
、
内
部
も
改
造
す
る
」
と
の
回
答
は
、
三
三
名
、
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
正
時
代
以
前
の
家

　
　
屋
が
割
合
と
し
て
多
く
残
存
し
て
い
る
東
佐
賀
町
、
柳
町
、
材
木
町
、
そ
し
て
西
地
区
の
六
座
町
で
は
、
　
「
外
観
に
も
現
代
風
を
加
え
、

　
　
内
部
も
改
造
す
る
」
と
の
回
答
が
、
約
一
二
な
い
し
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
平
均
の
九
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
っ
て
い
る
。
大
正
時
代
以
前

　
　
の
家
屋
は
、
改
造
の
時
期
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
町
区
で
は
、
ま
さ
に
自
分
の
問
題
と
し
て
の
意
見
が
だ
さ
れ
て
い
る
の

蜘⑩己ω4
8



蜘
江恥q

識
意民住

と
全

治

覚鵬
史

歴
全
．

保
境

面活生の
者

住居
と

存
保

並図
表

計合
区

地西街店商
陣

地
東二

項

7
6

餅
お
u
三
和

5
0
@
1
2
　
1
7
　
8
　
2
5
　
1
2

　
　
1
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
臼

1
6
@
5
6
　
7
　
4
　
1
4
　
9
7

1
0@
2
9
　
9
　
2
　
7
　
5
7

形の
まま

の
ぞにもと部内

　

観
外

やみ住
は部内

奇形の
ま

す
造改

も部内

叙
加を

風

ま
る
代

の
す
現

そ
造
も

の
す
は
改
に

画
影
観
く
観

家
で
外
す
外
る

他
答

の
　
回

そ
　
無

計
合

ω
②
　
個
ゆ

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
「
外
観
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
内
部
は
住
み
や
す
く
改
造
す
る
」

と
の
回
答
が
五
割
を
こ
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
町
並
み
保
存
の
歴
史
的
景
観
保
存
と
い
う
趣

旨
が
的
確
に
理
解
さ
れ
て
い
る
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
⇔
　
長
崎
街
道
筋
の
保
存
、
再
生

　
町
並
み
保
存
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
家
屋
の
改
造
等
に
対
し
て
は
一
定
の
補
助

金
が
つ
く
こ
と
に
な
る
（
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
法

八
三
条
の
六
）
反
面
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
行
政
官
庁
の
許
可
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な

る
。　

佐
賀
城
下
の
長
崎
街
道
筋
は
、
現
代
的
な
商
店
街
も
一
部
形
成
し
て
い
る
し
、
そ
の
他
の

地
区
で
も
歴
史
的
家
屋
が
連
続
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
今
後
大
改
造
の
可
能
性

す
ら
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
今
日
具
体
的
検
討
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お

り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
か
な
り
困
難
で
は
あ
る
が
、
長
崎
街
道
筋
の
町
並
み
指
定
と
い

う
歴
史
的
景
観
の
保
存
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
明
快
な
方
法
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
た
の

が
表
K
で
あ
る
。
調
査
対
象
者
全
体
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
九
八
名
、
約
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
の

回
答
者
が
、
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
。
指
定
反
対
は
、
四
八
名
で
、
約
＝
ニ
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
一
六
九
名
、
約
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
回
答
者
は
、
「
ど
ち
ら
で
も
よ

い
」
と
答
え
て
い
る
。
指
定
賛
成
の
回
答
を
、
地
区
別
に
み
て
み
る
と
、
商
店
街
の
三
町
区

の
合
計
は
、
二
九
名
、
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
東
地
区
の
東
佐
賀
町
、
柳

如
α
D

己＠4
8



料

三指み並町表

計合答
回無

他のそで
ら
い

ち
よ隊

対塁遠
野

成
賛

定
階名

忌寸位

2
4
@
3
3
　
5
3
　
8
　
3
6
　
4
1
　
1
7
　
7
3
　
2
8
　
2
4
　
2
9

6
6

3

1
1
5
0
5
1
2
8
1
4
2

3
0

2
0
3
0
3
3
1
6
1
0
2

2
1

1
1@
2
0
　
1
7
　
7
　
1
1
　
2
3
　
6

勿
1
6
路
焔
㎜

0
◎
　
　
6

1
3

O
4
4
3
1
2
2
0
1
4
8

7
ε
　
　
ハ
b

1
5

P
1
3
1
0
5
2
0
8
5
8
9
8

町
胸

賀
棚

謙
町服呉

町
木

門
中

町
山白

織
鴬 町

　
町
　
町
　
町
　
計

勢
座
瀬

伊
六
長

戸八
合

東

街店
　
〃
　
〃
　
西

商

町
、
材
木
町
の
合
計
＝
二
名
、
約
二
三
．
パ
ー
セ
ン
ト
、
西
地
区
の

合
計
五
六
名
、
約
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
、
若
干
で
は
あ
る
が
上

回
る
比
率
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
興
味
深
い
結
果
で
あ
る
。

長
崎
街
道
筋
の
町
並
み
指
定
に
つ
い
て
、
　
「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」

と
い
う
曖
昧
な
回
答
は
、
五
割
程
度
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
理
由
は
、
町
並
み
保
存
の
制
度
の
存
在
は
と
も
か
く
と
し
て

も
、
指
定
の
内
容
の
理
解
に
不
充
分
さ
が
あ
る
も
の
と
お
も
わ
れ

る
。
こ
の
点
は
、
次
の
質
問
の
解
答
状
況
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
そ
れ
は
、
町
並
み
保
存
指
定
と
も
関
連
す
る
長
崎
街
道
筋
の
将

来
の
あ
り
方
を
問
．
題
に
し
た
質
問
で
あ
る
。
街
道
筋
の
町
並
み
保

存
の
方
法
を
含
め
て
、
将
来
像
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以

下
の
よ
う
な
方
向
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
街
道
の
歴
史
的
意

義
を
中
心
に
す
え
て
、
町
並
み
保
存
を
は
か
っ
て
い
く
方
法
で
あ

る
。
　
し
か
し
、
こ
れ
も
二
つ
の
や
り
方
が
考
え
ら
れ
る
。
　
一
つ

は
、
観
光
と
結
び
つ
け
て
い
く
や
り
方
で
あ
り
、
二
つ
は
、
直
接

観
光
と
結
び
つ
け
る
こ
と
な
く
歴
史
的
景
観
を
維
持
し
つ
つ
、
し

っ
と
り
と
し
た
居
住
環
境
を
維
持
し
て
い
く
や
り
方
で
あ
る
。
第

4
2

M
O
2

弔ω4
8



　
頭

江
卜㊥

識
意民

住と
全保並町

的
史論

回
りあ

の
来

翰の筋
道丁重

長
旧

X
表

計日勤

回
　
・無他のぞ321

名
町

置
位

2
4
@
3
3
　
5
3
　
8
　
3
6
5
4

1

4
1
@
1
7
　
7
3
　
2
8
　
2
4
　
2
9

1
2
@
6
6

ウ
臼
　
　
Q
U

（
U
　
　
7
．
　
　
7
・
　
　
0
　
　
4

1
8
F
D
　
　
ハ
0
　
　
6
　
　
4
　
　
【
D
　
　
73

3
@
5
1

1
1
1
0
1
4
2
1
3
2
0
4

1
2
@
1
6

8

1
1
@
2
5
　
ユ
　
一
0
　
5
5
8
　
　
n
6

1
5@
5
　
6
　
3
　
4
0
　
9
5

1
0
P
1

P
0

R
1
1
4
5
1
9
6
4
0
1
4
1
0
1
4

0
3
@
4
8

1
↓
　
　
　
－

5
　
3
　
1
0
　
4
　
1
0
　
3
2

7
　
　
1
　
　
9
　
　
3
　
　
3
　
　
1

2
4
@
5
6

町
　
町

賀
田

佐
ト

東
棚

町服呉

町三楽
中

町
山

白
小

酊
町

厳
施

三
布

民
心

町
　
町
　
町
　
町
計
画

勢
　
座
　
瀬

伊
　
六
　
長

戸呂
小
合

東

全店
　
〃
　
〃

商

西

　
お

　
図

　
齢

　
蝋

　
講

　
初

㍍
一

斗

畿黎

酷
牛

馬

蒋
蘇
』

瞳
即
詠

L
2
。

騎
官

幅翫⑭心胆売齢

三

元

一
降

気
せ

さ
展発に更

を

樋歯面
翫

二
は
、
歴
史
的
町
並
み
保
存
を
意
識
し
た

町
づ
く
り
と
は
相
違
す
る
、
こ
れ
ま
で
の

町
づ
く
り
が
た
ど
っ
て
き
た
歴
史
的
景
観

を
む
し
ろ
破
壊
す
る
方
向
で
の
構
想
が
考

え
ら
れ
る
。
表
X
は
、
以
上
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
長
崎
街
道
筋
の
将
来
を
検
討
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
も
ら
っ
た
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
も
っ
と
も
多
い
回
答
は
、
　
「
町
並
を

保
存
し
て
、
落
ち
つ
い
た
居
住
の
雰
囲
気

を
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
て
お
き
た
い
」

の
一
四
八
名
、
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

る
。
つ
づ
い
て
、
　
コ
父
通
や
流
通
を
更
に

発
展
さ
せ
て
、
商
工
業
を
も
っ
と
盛
ん
に

し
て
ゆ
き
た
い
」
の
九
五
名
、
二
六
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
り
、
「
町
並
保
存
と
観
光
と

を
結
び
つ
け
て
発
展
さ
せ
る
」
は
、
五
四

名
、
約
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
と
結
び
つ
け
る
か
ど
う
か
は
と
も
か

4
3

M
o
3

己ω4
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斜資

く
と
し
て
、
町
並
み
を
保
存
す
る
こ
と
に
積
極
的
な
回
答
は
、
二
〇
二
名
、
な
ん
と
約
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
街
道
筋
の
将
来
の

あ
り
方
と
い
う
難
問
で
あ
る
た
め
に
、
無
回
答
が
五
三
名
、
約
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
り
、
こ
れ
も
特
徴
的
な
こ
と
で
あ
る
。
東
西
地
区

別
に
み
て
み
る
と
、
東
地
区
で
は
、
商
店
街
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
「
商
工
業
を
も
っ
と
盛
ん
に
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
の

回
答
は
、
五
五
名
、
約
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
も
っ
と
も
多
い
。
つ
ぎ
に
、
「
落
ち
つ
い
た
居
住
の
雰
囲
気
を
た
も
つ
」
と
い
う
回

答
で
、
四
五
名
、
約
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
「
町
並
み
保
存
を
観
光
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
」
と
の
回
答
も
、
三
二
名
、
約
二
一
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
西
地
区
で
は
、
「
落
ち
つ
い
た
居
住
の
雰
囲
気
を
た
も
つ
」
と
の
回
答
が
一
番
多
く
、
一
〇
訳
名
、

約
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
て
、
無
回
答
を
除
く
と
約
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
圧
倒
的
に
高
い
比
率
を
占
め
る
。
つ
づ
い
て
、
「
商
工
業
を

も
っ
と
盛
ん
に
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
の
回
答
で
あ
る
が
、
四
〇
名
、
約
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
　
「
町
並
み
保
存
を
観
光
と
結
び
つ
け

て
考
え
る
」
は
、
二
四
名
、
＝
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
と
も
か
く
も
、
長
崎
街
道
筋
の
町
並
み
保
存
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
に
積

極
的
な
回
答
は
、
東
地
区
で
七
七
名
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
西
地
区
、
一
二
七
名
の
約
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
特
に
西
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
伊
勢
町
で
は
、
町
並
み
保
存
に
積
極
的
な
回
答
は
、
四
九
名
、
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
白
山
町
西
の
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
銀
座
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
つ
づ
い
て
い
る
。

　
先
の
長
崎
街
道
筋
が
町
並
み
保
存
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
の
是
非
を
問
う
た
質
問
に
対
し
て
は
、
一
六
九
名
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱

の
回
答
者
は
「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」
と
答
え
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
街
道
筋
の
将
来
の
あ
り
方
を
問
う
形
式
の
質
問
に
対
し

て
は
、
二
〇
二
名
、
約
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
回
答
者
は
、
観
光
と
結
び
つ
け
る
か
否
か
の
相
違
は
あ
る
が
、
町
並
み
保
存
に
積
極
的
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
街
道
筋
の
町
並
み
保
存
指
定
に
「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」
と
答
え
た
住
民
が
、
街
道
の
将
来
像
と
し
て
の
町
並
み
保
存
に

積
極
的
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
、
先
の
如
く
指
定
と
い
う
こ
と
の
理
解
の
欠
如
に
も
と
つ
く
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
町
並
み

保
存
の
意
味
、
意
義
に
対
す
る
認
識
の
不
明
確
さ
も
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

4
4

M
O
4
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副肛嚇
識

意民
住と

全保並町
哀

史歴

　
と
こ
ろ
で
、
現
代
の
車
社
会
は
、
生
活
に
便
利
さ
を
も
た
ら
す
反
面
、
各
種
の
幣
害
も
ひ
き
お
こ
し
て
い
る
。
調
査
対
象
住
民
の
自
動

車
の
所
有
状
況
は
、
二
五
四
名
、
約
七
割
に
も
達
し
て
い
る
。
街
道
筋
は
、
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
程
度
で
、
現
在
商
店
街
を
除
く
全
線
一
方

通
行
と
な
っ
て
い
る
し
、
商
店
街
は
、
許
可
車
以
外
乗
り
入
れ
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
車
社
会
．
に
対
応
す
る
た
め
に
、
街

道
筋
の
拡
幅
が
当
然
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
な
れ
ば
街
道
自
体
の
も
つ
歴
史
的
意
義
は
、
抹
殺
さ
れ
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
町
並

み
の
景
観
も
破
壊
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
歴
史
的
町
並
み
の
保
存
の
た
め
に
は
、
街
道
の
拡
幅
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
自
動
車
の
乗
り
入
れ
も
問
題
視
さ
れ
て
く
る
。
街
道
の
道
幅
は
、
自
動
車
が
自
由
に
乗
り
入
れ
る
に
は
狭

い
の
で
あ
り
、
自
動
車
に
よ
っ
て
身
体
の
危
険
、
建
造
物
の
損
壊
、
そ
し
て
良
好
な
歴
史
的
町
並
み
の
景
観
は
そ
こ
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、

制
規

れ入
り

乗の
車動自訴

率
　
比、

体

　
全

濡
場
吻
吻
吻
吻
吻

　
　
1
　
2
　
3
　
　
　
1
　
1
0

2
5
@
7
0
　
8
6
鵬
訂
3
6
聯

いは三
二

雪面全

い
は鋤磯成澱鵬

難

い

憐
錨
軸

⑩
和

朝
噛

荊
滑

㍊
鰹
計

調
査
対
象
住
民
の
約
七
割
は
、
自
動
車
の
所
有
者
で
あ
り
、
と
く
に
商
店
経
営
に
と
っ
て

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
運
搬
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
常
的
な
生
活
の
た
め

に
、
自
動
車
の
乗
り
入
れ
が
な
さ
れ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
動
車
の
乗
り
入
れ
に
と

も
な
う
日
常
生
活
の
便
利
さ
と
、
そ
れ
に
よ
る
歴
史
的
町
並
み
の
景
観
保
存
に
と
っ
て
の

幣
害
と
の
調
整
を
検
討
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
調
査
対
象
住
民
の
意
見
は
、
表
斑
の
と
お

　
　
　
　
ヨ
　

り
で
あ
る
。
項
目
ご
と
に
み
れ
ば
、
「
規
制
な
ど
す
べ
き
で
な
い
」
が
、
＝
八
名
、
約

三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
も
っ
と
も
多
い
意
見
で
あ
る
。
現
在
の
一
方
通
行
以
上
の
規
制
と

な
る
「
全
面
規
制
」
、
「
時
間
帯
を
設
け
て
の
規
制
」
、
「
住
民
と
許
可
車
以
外
の
規
制
」

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
名
、
七
〇
名
、
八
六
名
で
あ
っ
て
、
合
計
一
八
一
名
、
約

四
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
自
動
車
の
乗
り
入
れ
の
「
規
制
な
ど
す
べ
き
で
な
い
」
と
い

う
意
見
に
関
し
て
、
東
西
地
区
別
に
み
る
こ
と
に
す
る
。
東
地
区
は
、
約
二
三
パ
ー
セ
ン

蜥㈲己ω4
8



料
資

ト
で
あ
る
が
、
西
地
区
は
約
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
東
西
地
区
の
差
は
、
東
地
区
に
含
ま
れ
て
い
る
商
店
街
が
一
四
名
、
約
一

四
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
端
に
低
い
こ
と
に
基
因
す
る
。
商
店
街
の
住
民
は
、
商
店
街
が
許
可
車
以
外
の
乗
り
入
れ
禁
止
で
あ
る
た
め
に
、
町

並
み
保
存
の
た
め
の
規
制
も
当
然
と
受
け
と
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
町
並
み
保
存
の
先
駆
は
、
長
野
県
南
木
曽
町
妻
籠
の
宿
場
の
保
存
で
あ
り
、
町
並
み
保
存
制
度
の
法
制
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

妻
中
宿
の
場
合
、
道
路
事
業
は
、
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
妻
事
宿
の
中
に
は
、
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
中
山
道

が
通
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
通
過
交
通
を
一
掃
す
る
た
め
の
自
動
車
用
バ
イ
パ
ス
の
建
設
、
ま
た
生
活
関
連
道
路
も
新
設
さ
れ
て
い
る
。

長
崎
街
道
の
場
合
は
、
幸
い
に
も
隣
接
し
て
国
道
三
四
号
線
が
通
過
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
街
道
筋
住
民
の
日
常
的
生
活
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
程
度
の
自
，
動
車
乗
り
入
れ
規
制
は
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
自
動
車
の
問
題
は
、
駐
車
場
の
確
保
を
不
可
欠
と
す
る
。
調

査
対
象
住
民
の
・
月
動
車
所
有
者
の
駐
車
場
所
は
、
家
の
敷
地
と
駐
車
場
を
借
り
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
な

る
べ
く
自
動
車
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
町
並
み
の
景
観
が
そ
こ
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
駐
車
場
の
確
保
が
検
討
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。

（
1
）
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、
現
在
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
選
定
年
月
日
　
　
　
　
　
　
　
地
　
　
区
　
　
名
（
府
県
名
）

　
　
昭
和
五
一
年
九
月
四
日
選
定
　
角
館
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
秋
田
県
）

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
南
木
曽
町
妻
籠
宿
保
存
地
区
（
長
野
県
）

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
白
川
村
荻
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
岐
阜
県
）

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
産
寧
坂
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
京
都
府
）

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
祇
園
新
橋
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
京
都
府
）

　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
市
堀
内
地
区
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
山
口
県
）

面
積
（
α
ん
）
　
　
選
定
基
準

約
　
　
　
六
・
九
　
　
②

〃
一
二
四
五
・
四
　
個

〃
　
　
四
五
・
六
　
　
㈲

〃
　
　
五
・
三
　
　
⑧

〃
　
　
　
一
・
四
　
　
ω

〃
　
　
七
〇
・
三
　
　
②

※
種
別

武
家
町

宿
場
町

山
村
集
落

門
前
中
心

住
宅
群

茶
屋
町

武
家
町

4
6

M
o
6

9
2

ω4
8



　
頭江

　

林
（識

意民
住と

全点並町
的

史論

昭
和
五
一
年
九
月
　
四
日
選
定

昭
和
五
二
年
五
月
一
八
日
選
定

　
　
　
　
〃

昭
和
五
三
年
五
月
三
一
日
選
定

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃
　
　
　
（
追
加
）

昭
和
五
四
年
二
月
　
三
日
選
定

昭
和
五
四
年
五
月
二
一
日
選
定

　
　
　
　
〃

萩
市
平
安
古
地
区
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
山
口
県
）

成
羽
町
吹
田
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
岡
山
県
）

日
南
市
飲
肥
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
宮
崎
県
）

弘
前
市
仲
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
青
森
県
）

楢
川
村
奈
良
井
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
長
野
県
）

萩
市
堀
内
地
区
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
山
口
県
）

高
山
市
三
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
岐
阜
県
）

京
都
市
嵯
峨
鳥
居
本
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
京
都
府
）

倉
敷
市
倉
敷
川
畔
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
岡
山
県
）

昭
和
五
五
年
四
月
一
〇
日
選
定
　
神
戸
市
北
野
町
，
山
本
通
伝
統
灼
建
造
物
群
保
存
地
区
（
兵
庫
県
）

約
〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　
三
・
九

「
六
・
四

三
四
・
四

一
〇
・
六

．
一
七
・
六

　
七
・
一

　
三
・
五

　
二
・
六

一
三
・
五

②㈲②②個②ω㈹ω

九
・
三
　
　
ω

（
2
）
先
の
長
崎
街
道
文
化
講
演
会
の
折
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
点
に
関
し
以
下
の
回
答
状
況
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
町
並
を
保
存
し
て
、
落
ち
つ
い
た
居
住
の
雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し
て
お
き
た
い
」
と
の
回
答
は
、
三
六
名
、

　
，
光
と
を
結
び
つ
け
て
発
展
さ
せ
る
」
が
、
三
五
名
で
あ
り
、
無
回
答
が
四
聖
で
あ
っ
た
。

　
　
つ
と
盛
ん
に
し
て
ゆ
き
た
い
」
は
、

　
　
こ
と
に
な
る
。

（
3
）
街
道
筋
へ
の
自
動
車
の
乗
り
入
れ
規
制
に
つ
い
て
も
、
文
化
講
演
会
の
折
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
項
目
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
間
帯
を
設
け
て
の
規
制
」
、
「
住
民
と
許
可
車
以
外
の
規
制
」
は
、
各
々
五
名
、
＝
名
、

　
　
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
こ
の
う
ち
、
「
住
民
と
許
可
車
以
外
の
規
制
」
と
の
回
答
は
、
圧
倒
的
に
多
く
、

　
　
る
。
他
方
、
規
制
反
対
は
、
七
名
で
あ
り
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
み
た
な
い
。

（
4
）
妻
籠
宿
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
太
田
博
太
郎
「
木
曽
妻
籠
宿
の
保
存
」

　
　
　
「
妻
籠
宿
の
保
存
と
開
発
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
総
合
特
集
『
開
発
と
保
全
一
自
然
・
文
化
財
・
歴
史
的
環
境
』
、

　
　
保
存
と
地
域
の
再
生
－
長
野
県
南
木
曽
町
妻
籠
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
総
合
特
集
『
全
国
ま
ち
づ
く
り
蛙
軍
』
な
ど
が
あ
る
。

武
家
町

’
鉱
山
町

回
家
町

武
家
町

宿
場
町

武
家
町

商
家
町

門
前
町

商
家
町

洋
館
中
心

住
宅
群

「
町
並
保
存
と
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
交
通
や
流
通
を
更
に
発
展
さ
せ
て
、
商
工
業
を
も

回
答
な
し
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
町
並
み
保
存
に
積
極
的
な
意
見
は
、
約
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
全
面
規
制
」
、
「
時

四
二
名
で
あ
る
。
合
計
五
八
名
で
、
約
七
七
パ
ー

　
　
　
　
全
体
で
で
も
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ

一
九
七
一
年
遅
月
号
、
小
林
俊
彦

　
木
原
啓
吉
「
歴
史
的
町
並
み

　
　
　
　
　
　
な
お
、
歴
史
的

4
7

4
の

2
0

●
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料
資

町
並
み
に
関
す
る
総
合
的
な
文
献
と
し
て
は
、

る
。

環
境
文
化
研
究
所
発
刊
の
『
歴
史
的
町
並
み
の
す
べ
て
』
　
『
歴
史
的
町
並
み
の
総
点
検
』
が
あ

四
、
む
す
び
1
佐
賀
城
下
の
長
崎
街
道
筋
町
並
み
保
全
を
展
望
し
て
一

　
佐
賀
城
下
の
長
崎
街
道
筋
は
、
寺
社
、
道
標
、
ノ
コ
ギ
リ
型
の
家
並
み
等
の
歴
史
的
文
化
遺
産
を
擁
し
、
ま
た
連
続
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
大
正
時
代
以
前
の
家
屋
が
他
の
地
区
よ
り
多
く
残
存
し
、
歴
史
的
町
並
み
と
し
て
の
条
件
を
そ
な
え
て
い
る
。
確
か
に
、
街

道
筋
の
一
部
は
現
代
的
な
商
店
街
を
形
成
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
比
較
的
静
か
な
住
宅
街
を
な
し
て
い
る
。

　
近
時
、
佐
賀
市
と
地
元
の
新
聞
社
が
、
街
道
の
歴
史
的
意
義
と
街
道
筋
の
町
並
み
に
注
目
し
、
各
種
の
企
画
を
た
て
、
住
民
に
問
い
か

け
て
い
る
。
第
一
は
、
地
元
新
聞
に
よ
っ
て
、
長
崎
街
道
特
集
号
が
出
さ
れ
、
県
内
街
道
の
宿
場
の
紹
介
、
佐
賀
城
下
の
街
道
を
中
心
に

し
た
マ
ッ
プ
作
成
、
さ
ら
に
筆
者
二
名
を
含
む
行
政
、
財
界
、
法
律
、
歴
史
の
関
係
者
に
よ
る
「
保
存
と
再
生
の
道
」
と
題
す
る
座
談
会

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
二
は
、
佐
賀
城
下
の
街
道
探
訪
会
で
あ
る
。
街
道
案
内
役
二
名
に
よ
る
探
訪
会
は
、
百
五
十
名
を
こ
す
住
民
の

参
加
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
第
三
は
、
「
長
崎
街
道
の
歴
史
と
保
存
」
と
題
す
る
文
化
講
演
会
が
筆
者
（
林
）
と
郷
土
史
家
の
二
名
の
講

師
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
、
百
名
を
こ
す
参
加
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
、
先
の
街
道
マ
ッ
プ
の
カ
ラ
ー
に
よ
る
印
刷
物
、
街
道
旧
跡
パ
ネ

ル
展
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
よ
う
に
、
長
崎
街
道
を
テ
ー
マ
と
し
た
催
し
が
開
か
れ
、
多
数
の
住
民
の
積
極
的
な
参
加
が
得
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
聞
の
「
声
」

欄
の
投
書
も
街
道
に
注
目
す
る
意
見
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
街
道
の
町
並
み
保
存
に
積
極
的
な
意
見
は
、

調
査
対
象
住
民
中
、
二
〇
二
名
に
お
よ
び
、
約
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
佐
賀
城
下
の
街
道
筋

の
町
並
み
を
生
か
し
た
佐
賀
市
の
町
づ
く
り
は
、
住
民
の
同
意
を
得
ら
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
街
道
筋
の
歴
史
的
町
並
み

螂⑬魂ω4
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副慨淋
識

意民
住と

全県並町
的

学
歴

保
存
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
観
光
開
発
と
結
び
つ
い
た
方
法
で
進
め
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
特
に
佐
賀
市
は
、
観
光
資
源
に
乏
し
い
と
一

般
に
受
け
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
し
、
町
並
み
保
存
事
業
は
相
当
の
財
源
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、
な
お
更
観
光
と
の
結
合
が
意

識
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
安
易
な
観
光
開
発
は
、
か
え
っ
て
歴
史
的
景
観
を
そ
こ
な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
し
、
居
住
者

の
快
適
な
生
活
環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
調
査
対
象
住
民
は
、
街
道
筋
の
町
並
み
保
存
に
は
六
割
弱
の
人
が
積
極
的
で
あ
る
が
・

そ
の
う
ち
の
七
割
以
上
は
「
落
ち
つ
い
た
居
住
環
境
に
し
て
お
き
た
い
」
と
答
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
観
光
に
結
び
つ
い
た
町
並
み
保
存

に
は
、
消
極
的
な
回
答
が
で
て
い
る
。

　
長
崎
街
道
筋
の
町
並
み
保
存
の
観
光
と
の
結
び
つ
き
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
歴
史
的
な
町
並
み
の
景
観
は
、

な
に
も
居
住
住
民
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
今
後
、
町
並
み
の
景
観
を
整
備
し
て
い
く
た
め
の
以
下
の
よ
う
な
事
業
が
期
待
さ
れ
る
が
、

そ
う
な
れ
ば
一
層
一
般
住
民
へ
の
公
開
を
は
か
っ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
歴
史
的
町
並
み
景
観
の
た
め
の
公
開
で

あ
る
し
、
現
在
の
よ
う
な
雑
然
と
し
た
環
境
の
整
備
を
も
た
ら
し
、
街
道
筋
住
民
の
生
活
環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。　

佐
賀
城
下
の
長
崎
街
道
は
、
曲
り
角
が
非
常
に
多
く
、
住
民
も
道
筋
を
た
ど
れ
な
い
と
い
っ
た
状
況
に
あ
る
た
め
に
、
案
内
板
の
設
置

が
是
非
期
待
さ
れ
る
。
案
内
板
の
設
置
は
、
近
く
佐
賀
市
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
ニ
ケ
所
に
残
っ
て
い
る
往
時
の
道
標
が

よ
り
生
か
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
，
郷
土
資
料
の
保
存
、
展
示
、
美
術
、
工
芸
品
の
展
示
が
で
き
、
佐
賀
の
歴
史
的
文
化
環
境
問

題
の
セ
ン
タ
ー
と
な
る
べ
き
街
道
資
料
館
の
建
設
は
、
街
道
町
並
保
存
を
進
め
て
い
ぐ
核
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
鍋
島
更
紗
、
段

通
と
い
っ
た
織
物
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
佐
賀
錦
以
外
は
後
継
者
が
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
こ
う
し
た
工
芸
品
の
育
成
、
振
興
の
た

め
の
施
設
が
街
道
筋
に
計
画
さ
れ
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
自
動
車
の
乗
り
入
れ
制
限
も
、
・
通
過
交
通
を
減
ら
す
方
向
で

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
案
内
板
が
設
置
さ
れ
た
段
階
で
は
、
街
道
探
訪
も
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
少
く
と
も
日
曜
～
祝

囎㈲弔ω娼



　
　
日
の
通
過
交
通
の
制
限
は
考
え
ら
れ
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
以
上
の
施
策
は
、
街
道
筋
町
並
み
景
観
を
よ
り
充
実
さ

　
　
せ
る
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
今
後
家
屋
の
修
景
を
は
か
っ
て
い
く
べ
き
計
画
の
立
案
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

盗

（
付
記
）
長
崎
街
道
筋
の
歴
史
的
町
並
保
全
に
関
す
る
実
態
調
査
は
、
筆
者
二
名
の
ほ
か
畑
穣
教
授
も
参
加
し
、
法
学
部
研
究
費
か
ら
の

補
助
を
え
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
調
査
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
作
成
過
程
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
各
世
帯
主
へ
の
配
布
、
回

答
な
ど
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
五
年
度
「
文
化
財
保
護
法
研
究
」
ゼ
ミ
参
加
の
五
名
の
学
生
と
佐
賀
大
学
経
済
学
工
学
生
二
名
の
積
極
的

援
助
を
う
け
た
。
と
く
に
法
社
会
学
専
攻
の
畑
教
授
に
は
、
現
地
を
と
も
に
予
備
的
に
調
査
し
た
り
、
調
査
項
目
の
内
容
や
住
民
の
き
き

と
り
調
査
に
当
っ
て
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。
畑
教
授
の
御
諒
承
を
え
て
執
筆
は
わ
れ
わ
れ
二
名
に
よ
っ
た
が
、
こ
の
機
会
に
改

め
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

鰯ゆ弔ω4
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